


は じ め に
漢字は表意文字といって見れば分かる優れた言語です。

たとえば、「書」は手に筆を持ち、祈りのことばを書いている形を表しています。

かんじ

しょ

・「聿」は手に筆を持つ形で
ふで もていつ

・「 」は手の形で

・手はこの他に左の図のようにあらわされる

場合があります。

ひょうい もじ み わ すぐ げんご

て ふで も いの か かたち あらわ

かたち

て かたち

て ほか ひだり ず

などがあります。

などがあります。

・日の字は「お日さま」をあらわす他に

「書」のように祈りの器の中に祈りの言葉がある形や

「かまど」を日の字であらわす場合などがあります。

・左の図はボールペンの構造を絵で

あらわしたものです。

単独の部品として使われているものも

あれば、組立られた状態で別のボール

ペンに使われているものもあります。

・漢字もこのボールペンと同じことなのです。漢字の構造・その作られ方を知ることで、

漢字の意味することは理解できるわけです。だから、漢字は見れば分かる優れた

言語といえるのです。

漢字を一字一字の丸覚えではなく、関連する漢字を並び見て同じ部品とそうで

ない部品を知ることで頭に記憶するだけでなく「腑に落ちる」ことで忘れることが

少なくなる学習のお役に立てることを願っています。

楽しく学習していきましょう。

ばあい

ひ じ ひ ほか

しょ いの うつわ なか いの ことば かたち

ひ じ ばあい

ひだり ず こうぞう え

たんどく ぶひん つか

くみたて じょうたい べつ

つか

かんじ おな かんじ つく かた し

かんじ いみ りかい かんじ み わ すぐ

げんご

かんじ いちじ いちじ まるおぼ かんれん かんじ おな ぶひん

ぶひん し あたま きおく

がくしゅう やく た ねが

たの がくしゅう

ふ お

なら み

こうぞう

わす

すく



仕 他 央 起 去 幸 安 委 始 身 育
P8 P9 P9 P10 P11 P11 P12 P12 P13 P14 P14

飲 次 題 面 息 鼻 歯 登 発
P16 P16 P17 P18 P19 P19 P20 P21 P21

悪 意 感 急 悲
P22 P23 P23 P24 P25

取 受 度 服 君 筆 緑 事 使
P27 P28 P28 P29 P30 P30 P31 P31 P32

指 持 拾 打 対 詩 待 等 駅 勝 送
P34 P34 P35 P35 P36 P36 P37 P37 P38 P39 P40

化 真 局 県 死 放 列
P41 P41 P42 P42 P43 P44 P44

申 神 礼 祭 有 陽 階 習 客 路 昭
P45 P46 P47 P47 P49 P49 P50 P52 P52 P53 P53

区 品 号 命 向 和 者 着 都 暑 式 代
P54 P55 P55 P56 P57 P57 P58 P59 P59 P60 P60 P61

1

『人』でつながる漢字①---P8
ひと

『人』でつながる漢字②---P15
ひと

『人』でつながる漢字③---P22
ひと

『手』でつながる漢字①---P25
て

『死者』でつながる漢字---P40
ししゃ

『手』でつながる漢字②---P33
て

『祈り』でつながる漢字①---P45
いの

『祈り』でつながる漢字②---P54
いの

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

≪目次≫
もくじ



泳 氷 温 漢 決 湖 港 消 湯 流 州 様
P62 P62 P63 P64 P64 P65 P65 P66 P66 P67 P68 P69

寒 終 究 深 岸 炭 反 坂 返 板
P70 P71 P71 P72 P72 P73 P74 P75 P75 P76

暗 昔 期 主 住 注 柱 談 畑 界
P77 P77 P78 P79 P80 P80 P81 P82 P82 P83

島 集 進 羊 美 洋 皮 波 球 表 物 予
P84 P84 P85 P86 P86 P87 P88 P89 P90 P90 P91 P92

横 橋 根 植 相 想 箱 乗 味
P93 P94 P94 P95 P96 P96 P97 P97 P98

荷 苦 世 葉 薬 落 秒 由 笛 油 倍 部
P99 P100 P100 P101 P101 P102 P102 P103 P103 P104 P104 P105

院 宮 守 宿 定 写 庭 屋 開 問
P106 P107 P108 P108 P109 P110 P110 P111 P112 P113

級 係 練 全 整 速 第 帳 重 動
P114 P115 P116 P116 P117 P117 P118 P118 P119 P119

2

『自然』でつながる漢字①---P61
しぜん

『自然』でつながる漢字②---P69
しぜん

『自然』でつながる漢字③---P76
しぜん

『動物』でつながる漢字---P83
どうぶつ

『植物』でつながる漢字①---P93
しょくぶつ

『植物』でつながる漢字②---P98
しょくぶつ

『建造物』でつながる漢字---P106
けんぞうぶつ

『道具』でつながる漢字①---P114
どうぐ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

≪目次≫
もくじ



投 役 調 所 平 丁 章 童 商 病
P120 P121 P121 P122 P122 P123 P123 P124 P124 P125

運 軽 庫 転 両 医 短 族 遊 旅
P126 P127 P127 P128 P128 P129 P129 P130 P131 P131

銀 鉄 研 員 具 豆 酒 配 福 皿 血
P133 P134 P134 P135 P136 P137 P137 P138 P139 P140 P141

業 助 勉 曲 農 実 負 館 追
P142 P142 P143 P143 P144 P145 P145 P146 P147

3

『道具』でつながる漢字②---P120
どうぐ

『道具』でつながる漢字③---P125
どうぐ

『道具』でつながる漢字④---P133
どうぐ

『道具』でつながる漢字⑤---P141
どうぐ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

≪目次≫
もくじ



◎「己」があらわすいろいろな形 P10,139

◎田畑をたがやす「すき」のいろいろな形 P13

◎月の字があらわすいろいろな形 P15,29,48

◎「冫」があらわすいろいろな形 P17,63,70

◎「匙」があらわす二つの形 P18

◎漢字は「意味と音と形」でつながっている P20

◎手のいろいろな形＿その３＞片手 P24,26,48
,74,115

◎手のいろいろな形 P26,33

◎手のいろいろな形＿その６＞爪 P27

◎木にを取り付け祭るいろいろな形 P32

◎「寺」でつながる漢字 P38

◎両手のいろいろな形 P39,112,136

◎「死者」をあらわすいろいろな形③ P43

◎示へんと衣へん P46,140

◎「阝」があらわす二つの形 P50,105,107

◎「二人の人」をあらわすいろいろな形 P51,132

4

こ かたち

たはた かたち

かたちつき じ

にすい

さじ

かたち

ふた かたち

て かたて

つめ

かたちと

てら かんじ

かんじ いみ おん かたち

かたち

て かたち

て

き さい

かたち

つ まつ

りょうて かたち

ししゃ

しめす

かたち

ころも

こざとへん ふた かたち

ふたり ひと かたち

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



◎「祈りの小枝」のいろいろな形 P56

◎「耂」があらわす二つの形 P58

◎「勿」があらわす二つの形 P67,91

◎「逆さま」のいろいろな形 P68,111

◎「岸」と「辺」 P73

◎肉をあらわすいろいろな形 P78,146

◎「其：四角いちりとり」でつながる漢字 P79

◎「主」があらわす二つの形 P81

◎「鳥」のいろいろな形 P85

◎「羊」でつながる漢字 P87

◎音をあらわす漢字 P88,99

◎「かわ」をあらわすいろいろな形 P89

◎「予」でつながる漢字 P92

◎「直」でつながる漢字 P95

◎「むしろ・ござ」のいろいろな形 P109

◎「門」でつながる漢字 P113

5

いの かたち

ふつ

さか

にく

かたち

かたち

しゅ

かんじ

かたち

しかく かんじ

こえだ

かたち

かたち

おん

おいかんむり ふた かたち

ふた かたち

き

ふた

とり

きし あたり、ヘン

かたち

かんじひつじ

かんじよ

ちょく かんじ

もん かんじ

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



◎「車」・「軍」でつながる漢字 P126

◎旗竿と吹き流しの二つの形 P130

◎「貝」があらわす二つの形 P135

◎「酒樽」のいろいろな形 P138

◎「農」の字が私達に教えてくれること P144

・漢字は「意味と音と形」でつながっている P148

・十の画：漢字は十の画で構成されている P148

・書き順の基本 P149

・「甲骨文字の発見」 P151

・「字体の移り変わり」 P151

・私達は「説文解字」を基に学習しています P152

・白川静博士とその業績 P152

・漢字はつながっています P153

P154

6

のう わたしたちじ おし

くるま ぐん かんじ

はたざお ふ なが かたち

かい かたちふた

さかだる かたち

かんじ いみ おん かたち

か じゅん きほん

こうこつもじ はっけん

じたい うつ か

わたしたち せつもんかいじ もと がくしゅう

しらかわしずか はかせ ぎょうせき

かんじ

・おん・くん さくいん

かんじじゅう かくかく こうせいじゅう

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ

ふた



7

は常用漢字以外の漢字です。

ちゅうがっこう なら

なら

じょうようかんじ いがい かんじ

こうこう

㊥は中学校で習うことをあらわしています。

は高校で習うことをあらわしています。

①～⑥は各学習学年をあらわしています。
かくがくしゅうがくねん

注）

この章で学習する漢字

２＞本文

学習する漢字

むかしの漢字

解説

成り立ちや作られ方

書き順

３＞豆ちしき

しょう がくしゅう かんじ

ほんぶん

がくしゅう かんじ

かんじ

かいせつ

な た つく かた

か じゅん

まめ

この本の見方
１＞章の始まり

しょう はじ

ほん みかた

この章で習う形
ならしょう かたち



画数 10 部首

125

疒:やまいだれ

読み：
よ

用例：
ようれい

丙は手術刀と置く台の形。

病は病気「やまい」の意味となる。

重い病。病院。

「ベッド」

「手術刀」

「やまいだれ：病をあらわす」

へい

やまい

おも

しゅじゅつとう

やまい、や（む）㊥、ビョウ、ヘイ 

やまい

しゅじゅつとう お だい かたち

びょうき いみ

やまい びょういん

「病気で入院した」
びょうき にゅういん

「台」
だい

㊥「ひのえ：ヘイ、

ビョウの音をあらわす」
おん

両

『道具』でつながる漢字③
かんじ

どうぐ



画数 12 部首

126

⻌:しんにょう

読み：
よ

用例：
ようれい

軍は車（将軍が乗る戦車）に旗（冖）がなびく形。

辶を加えた運は、「はこぶ」の意味となる。

机を運ぶ。運転。

「兵車」

ぐん

しんにょう

「十字路」 「左足の足あと」
「行く、進むの意味」

+
じゅうじろ ひだりあし

い

あし

すす いみ

④「いくさ：グン、

ウンの音をあらわす」

はこ（ぶ）、ウン

へいしゃ

くるま しょうぐん の せんしゃ はた かたち

くわ うん いみ

うんてん

「運動場で体育がある」

つくえ はこ
うんどうじょう たいいく

「旗がなびいている形」
はた かたち

おん

「しんにょう」

「くるま」

１＞「車」でつながる漢字

「車」・「軍」でつながる漢字

くるま かんじ

かんじくるま

２＞「軍」でつながる漢字
ぐん

① ③ ③ ③

「荷車をあらわす形」
にぐるま

③
④

⑥

ぐん

④ ④ ⑤車
「車輪」

「車輪」

「車体」

「車軸」

しゃりん

しゃりん

しゃたい

しゃじく

かんじ

「兵車をあらわす形」
へいしゃ

かたち

かたち

軍 「車」
くるま

「旗がなびいている形」
はた かたち

くるま、シャ かる（い）、ケイ コ ころ（ぶ）、テン

わ、リン つら（なる）、レン ユ

はこ（ぶ）、ウン

グン

キ



画数 12 部首

画数 10 部首

127

車:くるまへん

广:まだれ

読み：
よ

用例：
ようれい

圣（坙）は織機のたて糸を強く張った形で直線的なもの。

軽は軽くて速いもの「かるい、はやい」の意味に用いる。

軽石。軽食。

「たて糸をおもり（土）で

強く張った形」

いと

けい

かる

つよ

かる（い）、かろ（やか）㊥、ケイ

つち

は かたち

おりき いと つよ は かたち ちょくせんてき

けい はや いみ もち

かるいし けいしょく

「油は水より軽い」
あぶら みず かる

おりき

「織機のたて糸」
いと

「くるまへん」

「たていと：ケイ、

ケイの音をあらわす」
おん

読み：
よ

用例：
ようれい

庫は車をおさめる建物。のちに物を納める

「くら」の意味となる。

倉庫。金庫。

「車庫の屋根」

こ

いみ

しゃこ

コ、ク 

やね

くるま もの おさたてもの

そうこ きんこ

「車庫に車を入れる」
しゃこ くるま

「まだれ」

①「くるま」



画数 11 部首

画数 6 部首

128

車:くるまへん

一:いち

読み：
よ

用例：
ようれい

専は袋を手（寸）で打ち固めている形。固めると丸くなる。

丸いと「ころぶ」。「ころぶ」の意味となる。

転校。回転。

(轉)

⑥「もっぱら：セン、

テンの音をあらわす」

せん

まる

てんこう

「袋をくくったひも」

「袋」

「手（寸）で袋を打ち固める形」

ころ（がる・げる・がす・ぶ）、テン

て

ふくろ

ふくろ

すん ふくろ かたう かたち

ふくろ て すん う かた かたち かた まる

いみ

こうえん

「自転車で公園に行く」
じてんしゃ

かいてん

「袋の先」
ふくろ さき

い

「くるまへん」

おん

読み：
よ

用例：
ようれい

馬車の二頭の馬をつなぐ「くびき」の形。

「ふたつ」の意味となる。

両手。両親。車両

「馬車のくびき」

ばしゃ

いみ

ばしゃ

リョウ

にとう うま かたち

りょうて りょうしん しゃりょう

「左右両方を確認する」
りょうほう かくにんさゆう

「簡略した形」
かんりゃく かたち



画数 7 部首

画数 12 部首

129

匸:かくしがまえ

矢:やへん

読み：
よ

用例：
ようれい

病は悪霊のしわざと考えられていた。医はかくされた

場所で、矢で悪霊を祓う形。

医院。歯科医。

「かくされた場所」

「悪霊を祓う矢」

かたち

い

いいん

ばしょ

あくりょう

イ

ばしょ

はら や

あくりょう はらや

やまい あくりょう かんが

しかい

「医者に診てもらう」
いしゃ み

「かくしがまえ」

②「や」

読み：
よ

用例：
ようれい

豆は食器の豆を横から見た形。短は豆ほどの短い

長さの矢のことで「みじかい」の意味となる。

夏は夜が短い。短気。

「豆と呼ば

れる食器」

とう

なが

なつ

とう

みじか（い）、タン

しょっき

しょっき とう よこ み かたち たん とう みじか

や いみ

よる みじか たんき

「短所長所を話合う」
たんしょ ちょうしょ はなしあ

よ

「やへん」

③「まめ：トウ、

タンの音をあらわす」
おん



画数 11 部首

130

方:ほうへん

読み：
よ

用例：
ようれい

族は氏族旗のもと神聖な矢で誓いあった

「やから・なかま」の意味となる。

水族館。民族。親族。

「旗竿」

「吹き流し」

「誓いの矢」

ふ

ぞく

いみ

ちか

はたざお

ゾク

なが

や

うじぞくばた や ちかしんせい

すいぞくかん みんぞく しんぞく

「私の家族です」
かぞくわたし

「旗竿」
はたざお

「吹き流し」
ふ なが

②「や」

「ほうへん」

③

「旗のもとに誓った

「やから」」

・家族・民族

③

「旗をおしたてて

気ままに行くこと」

・遊園地・遊具

③

「旗をおしたてて

遠くに行くこと」

・旅行・旅館

④

「旗のこと」

・国旗・校旗

ちかはた

かぞく ゆうえんち

はた

き

はた

とお

りょこう

はた

旗竿と吹き流しの二つの形
かたちはたざお ふ なが

「旗竿」
はたざお

「吹き流し」
ふ なが 「旗竿」

はたざお

「吹き流し」
ふ なが

みんぞく ゆうぐ

い

りょかん こっき こうき

い

ふた

「旗竿」
はたざお

「吹き流し」
ふ なが

ゾク あそ（ぶ）、ユウ たび、リョ はた、キ

旗竿は旗の柱。

幹は木の「みき」

・根幹・基幹

はたざお

みき、カン

はた

こんかん きかん

はしら

かん き

⑤



画数 12 部首

画数 10 部首

131

方:ほうへん

⻌:しんにょう

読み：
よ

用例：
ようれい

吹き流しが付いた旗竿に子を加えた遊は氏族旗を

おしたてて気ままに行くこと。「あそぶ」の意味となる。

水遊び。遊具。

き

ふ

みずあそ

「十字路」 「左足の足あと」「行く、進むの意味」

+
じゅうじろ ひだりあし

い
あし

すす いみ

あそ（ぶ）、ユウ、ユ 

なが つ はたざお こ くわ ゆう うじぞくばた

い いみ

ゆうぐ

「遊園地へ遊びに行く」
ゆうえんち あそ い

「旗竿」
「吹き流し」

ふ

はたざお

なが

「旗竿」
はたざお

「吹き流し」
ふ なが

「しんにょう」

「はた：ユウ、

ユウの音をあらわす」
おん

読み：
よ

用例：
ようれい

旅は一族うちそろって遠くにでかけること。

「たび」の意味に用いる。

旅先。船旅。旅館。

「左向きの人が二人」
ひだりむ

たび

いみ

たびさき

ひと

たび、リョ

ふたり

いちぞく とお

もち

ふなたび りょかん

「家族で旅行に行く」
りょこう いかぞく

「旗竿」

「吹き流し」
ふ

はたざお

なが

「旗竿」
はたざお

「吹き流し」
ふ なが

「ほうへん」
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かたち

「二人の人」をあらわすいろいろな形
１＞左向きの人が二人の形

２＞左向きの人が二人とその他大勢の形

ひだりむ

かたち

かたちひと

ふたり ひと

ふたり

③「左向きの二人」
ひだりむ ふたり

「旗竿と吹き流し」
はたざお ふ なが

ひだりむ ひと ふたり た おおぜい

「都市を囲む城壁」

「その他大勢」
た

とし かこ じょうへき

おおぜい

「左向きの二人」
ひだりむ ふたり

+ =
⑥

・旅行
りょこう

・大衆
たいしゅう

３＞右向きの人が二人の形
かたちみぎむ ひと ふたり

「右向きの二人」
みぎむ ふたり

⑤ ⑥③ ⑥

たび、リョ

シュウ

くら（べる）、ヒ カイ ヒ ヘイ

⑥

４＞背中合わせの二人の形

５＞前後に並んだ二人が「ひも」でつながった形

かたち

６＞横並びの二人の形

せなか

ぜんご かたち

かたちあ ふたり

よこなら

② ⑥
背中
せなか

なら ふたり

ふたり

「十字路」
じゅうじろ

⑥

並
⑥

並木道
なみきみち

二人が並ぶ
ふたり なら

従業員
じゅうぎょういん

きた、ホク せ、そむ（く）㊥、ハイ

したが（う）、ジュウ
たて、ジュウ

なら（べる）、ヘイ㊥


